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第2回 臨床研修制度のあり方等に関する検討会  
（2008年10月16日）  

臨床研修に関するヒアリング  

札幌医科大学学長・理事長   今井 浩三   



札幌医科大学の理念  

高レベルの医科大  を目指します  

に努めます  ・人間性豊かな医療人の育成  

・道民の皆様に対する医療サービスの向上に邁進します  

・国際的・先端的な研究を進めます   



百己分総額   

大学   千円   

口  東京大   6，714   

2  東京工業大   5，338   

3  星5，062   

4  

5  東北大  ‡4，859        4，471 
7  東京医科歯科大 3，601   
膏  北海道大   3，445   

9 九州大  

11東京都立大  

■叫  6  名古屋大  †4，240  

3，185   
10豊橋技術科学大   軍，719  

2，647   

12青書RI存廿l貢料★   ク汽1∩  

N
」
 
 



文部科学省GPの採択状況（H19年度まで）  
対象   ヽ■■■■ フ‾－マ   結果   

現代GP   両学部  ・地域密着型チーム医療実習  採択  

大学院  ・医療研究者・地域医療従事者  採択   

支援型知財教育  

橋渡し   臨床 への橋渡し   ・オール北海道先進医学・医療拠  採択   

研究支援  点形成   

がんプロ   大学院   ・北海道の総合力を生かすプロ養  

成プログラム   



保健医療学部  

両学部合同   

地域密着型  

チーム医療実習  

東医療過疎地  

現在の各学部教育の流れ  6学年   



地域密着型チーム医療実習  

：医学科、看護学科、理学療法学科、作業療法学科  
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：地区踏査（第2学年3月）  

参加型実習・健康教育セミナー（第3学年8月）   
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南音相客癖綜について  

（1）平成18年3月末時点で常勤医師17名体制（うち旭川医大から15名派遣）  

（2）平成18年4月以降、常勤医師5名引き上げにより常勤医師12名体制  

りと大二産婦人科、旭川医大：消化器内科、心臓血管外科）  

し3）平成18年9～10月で、更に引き上げが表面化（循環器内科（常勤）ほか、非常勤医師等）  

○平成19年4月見通し  ○平成18年11月現在  

常勤医師   非常勤医師  

1名  

1名   1名   

1名  

1名  

各1名  

（麻酔科を除く）   

3名   5名   

1名（1ケ月交替）  

診 療 科 目   常勤医師   非常勤医師   

内  科   4名   1名   

外  科   2名  

整形外科   2名   1名   

小 児 科   1衷   1嶺   

泌尿器科   1名  

眼   科   1名  

産婦人科・皮膚科・  

耳鼻咽喉科・麻酔科  
各1名   

計   
11名   7名   

研 修 医   1名（1ケ月交替）   

［ 

※網掛けは、平成19年4月から派遣中止が見込まれる医師  



臨床研修医の推移：札幌医科大学  

1初期臨床研修医の推移   

Aコース  32人  

Bコース  38人   

13人  8人  

35人  21人  

2人  7人  

50人  36人  

（40人）  （33人）  

＼ 

、  

14人  

29人  

4人  

47人  

（39人）  

Cコース  

計  
（札医大卒者）  

70人  

（60人）  

ーー■ －＼  

＼－－－  

、 －← →、  
＼、、 ＼h、 

＼＿   ＼→  

＼－、、 
____ 、・＼  ＼、  2 後期臨床研修医の推移  

＼  
＼ 

＼  

に：：：∃：≡］F「二二亡二E＝L二］  
106人  97人（，（言，   （，  

※ H13までの参加者数のうち札医大卒者は不明。  

78人  

（60人）  

77人  

（63人）  

71人  

（58人）   



l棄料東学l棄肺及び歯科l棄姉派遣システム  

○ 札幌医科大学は、優れた医療人の育成に努めるとともに、   

教員等の本学所属の医師を地域医療機関に派遣し、北海道の   

地域医療に貢献。  

○ 平成16年度から、医師派遣要請に対する窓口を一元化した   

医師派遣制度を実施。   



医科大学医師及び歯科医師派遣システム  

○ この制度は、医師派遣の透明性を確保し、円滑な対応を行うため、   

「札幌医科大学医師及び歯科医師派遣対策委員会」の下に、 「調整   

設置し、 部会」を すべての派遣要請の窓口をここに一元化するとと   

もに、派遣の可否については、各診療科ごとに設置する「医師派遣  

運営委員会」の  討結果を調整部会において調整し、地域医療機関  

に回答をしている。  

■ゝJ   



札1悍医科大学医師穐び栃糾医師派遣システムの概要欄   



1 常勤医派冶要 請に対する検討結一緊（各年密棄繕う  

派遣検討結果（継続：実人員）  

600   400  500  300  200  100  



1常勤医派冶要語に対する姶討結里（各毎摩棄繕う  

派遣検討結果（新規：実人員）  

400  200  300   500  600   100  



1常勤医派遣要請に対する検討結一梁（各年摩賓結う  

派遣検討結果（合計：実人員）  

600   500  400  200  300  100  



2 三経常勤医師の派遣状渦（各毎密棄結う  

－1－   



2 非常勤医師の派讃状渦（各年摩宴結う   



医師消える恐   
地
域
住
民
の
通
い
讐
た
罷
か
ら
次
れ
わ
れ
の
健
康
蔓
る
監
禁
胤
が
、
危
 
 

々
と
撃
モ
い
く
医
師
た
ち
。
道
内
三
つ
様
に
ひ
ん
し
て
い
る
。
 
 

実
学
医
学
部
が
急
の
病
院
で
進
め
る
 
 
（
医
雷
雲
材
讐
 
 

医
師
の
引
き
揚
げ
は
、
地
域
医
療
の
現
場
 
 

通
院
に
片
道
2
時
間
葦
民
 
 

4
人
の
内
科
医
撃
ペ
て
か
3
月
い
っ
ぱ
い
で
 
 

繁
る
見
通
し
と
な
っ
た
市
墓
室
霞
の
待
 
 

墓
＝
1
日
 
 
 

に
深
刻
な
髪
蕗
と
し
て
い
る
。
医
師
の
 
 

異
動
時
期
と
な
る
蕃
に
向
け
、
医
師
引
き
 
 

捧
げ
は
さ
ら
に
増
え
る
恐
れ
も
あ
る
。
わ
 
 

内
科
の
常
勤
医
四
人
す
べ
 
 

て
が
言
末
に
い
李
奮
 
 

見
通
し
と
な
っ
た
市
墓
室
 
 

病
院
。
 
 
 

「
こ
れ
か
ら
、
ど
の
霞
 
 

た
替
経
い
い
の
か
」
。
棍
 
 

茎
市
の
筆
シ
富
ん
 
 

（
入
旨
盲
、
霞
入
り
口
 
 

で
そ
う
声
差
違
っ
た
。
 
 

草
葉
翳
茹
鷺
の
 
 
 

「
今
ま
で
も
網
涯
畏
態
 
 

で
や
り
く
P
し
て
き
ま
し
た
 
 

か
、
そ
の
習
完
全
に
梁
 
 

孝
な
ん
で
す
」
 
 

釧
路
労
災
霞
か
ら
小
児
 
 

科
医
墨
壷
げ
る
北
奈
 
 

児
料
の
有
賀
正
教
授
は
、
そ
 
 

う
釈
明
す
る
。
 
 
 

二
〇
〇
翠
に
導
入
さ
れ
 
 

た
臨
床
研
修
制
度
の
蛋
に
 
 

よ
っ
て
莞
だ
蚕
震
の
 
 

人
事
不
足
。
北
大
小
岩
で
 
 

皐
∽
 
 
 

集
ま
ら
ぬ
新
人
医
 
 

病
院
に
啓
三
、
往
復
バ
ス
 
 

窯
は
四
千
百
八
十
円
。
家
族
 
 

の
草
で
送
っ
て
も
ら
っ
て
 
 

も
、
片
琴
南
間
以
上
か
か
 
 

り
、
体
に
大
き
な
負
撃
怒
 
 

る
。
 
 

北
大
と
旭
医
大
が
小
児
科
 
 

と
薫
人
科
の
医
師
を
三
月
 
 

末
で
望
遠
げ
る
釧
路
労
災
 
 

病
院
で
も
盲
、
魚
着
か
ら
 
 

も
今
馨
、
研
修
慕
え
て
大
 
 

学
に
所
属
す
る
こ
嘉
島
め
 
 

た
庭
師
は
五
人
で
、
前
年
の
 
 

十
人
か
ら
半
減
。
新
人
医
師
 
 

実
学
取
れ
の
傾
向
は
さ
ら
 
 

「
ど
還
る
の
か
」
と
、
電
 
 

話
が
相
次
い
だ
。
、
 
 

釧
路
市
内
で
咤
年
間
約
 
 

二
百
五
十
件
の
お
産
を
撃
 
 

て
き
た
産
婦
人
科
開
革
医
が
 
 

四
月
寄
鍋
訝
繁
轟
い
 
 

菅
中
止
す
る
こ
と
も
明
ら
か
 
 

に
な
っ
て
い
る
。
 
 

五
月
か
ら
は
釧
路
、
聖
 
 

の
両
署
で
壷
署
喜
 
 

の
は
、
四
カ
所
の
病
院
し
か
 
 

な
く
苛
、
巷
住
民
票
 
 

安
は
増
し
そ
う
だ
。
 
 

に
誓
っ
て
い
る
。
北
大
病
 
 

院
関
誓
は
「
入
っ
て
く
る
 
 

医
師
が
減
っ
た
分
は
、
地
方
 
 

震
か
ら
の
引
嘉
誓
補
 
 

わ
ぎ
る
蓉
得
な
い
」
と
打
ち
 
 

道
 
内
 
 

3
大
学
 
 

北海道新聞 2007．02．02  



卒後臨床研修スケジュール  

【1年 目】  

（基本研修科目）  

【2 年 目】  

（必修科目及び選択科目）  

削帽i帥l帽馴帽l甘Il■  
団－ 聾 l 臼■ 肋膏  

由
鮎
 
 
 

自
選
 
 
 

地
域
医
療
 
 
 

産
婦
人
科
 
 
 

小
児
科
 
 
 

精
神
科
 
 

救急／  

麻酔科  
内 科  自由選択B  

基本研修科目、必修科目の補完、又はプライマリ・ケアを主眼  
においた自由選択。ただし最長1科6か月が原則。  研修期間は6か月とし、最小2か月1単位とし  

て2料以上の選択を原則とする。  
それぞれ1か月以上を原則と  

する。  
研修は3か月とする。 研修は3か月とする。  
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救急／  

麻酔科  
内 科  外 科  地域医療  

出身大学と同じ都道府県内に限る。  
研修は3川とする。研修は3か月とするD  れ1か月以上を原則と 2年冒内の最低6ケ月とナるロ   研修期間は6か月とし、最小2か月1単位とし  

て2利・以上の選択を原則とする。  




